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令和２年度第１２回庁議提案 審議・報告・その他 

                     提 出 日：令和２年９月２５日 

                     担当部・課：総務部危機対策課〔内線４３１２〕 

① 件  名 

 令和２年度石巻市総合防災訓練の実施について 

② 施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

【背景】 

毎年度実施している総合防災訓練については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、

県内の各自治体は中止及び規模を縮小している状況であるが、本市においては、昨年度は台風第

１９号の被災により急遽訓練を中止したこともあり、市民からは今回の訓練実施への期待の声が

多く寄せられている。 

 

【目的】 

市民一人ひとりが、『自分の命は自分で守る、みんなの命は地域で支える』という自助・共助の

意識を更に強め、防災についての正しい知識と行動力が身につくことを目的として、市内一斉に

総合防災訓練を実施する。 

なお、今年度の訓練では例年実施している避難訓練を止め、コロナ禍において実施可能な新た

な訓練（シェイクアウト訓練や防災士等による避難所開設訓練等）を実施することとする。 

③ 根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

【根拠法令】 

 災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号） 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】 

 第４章 安心して健やかに暮らせるまち 

  第７節 災害に対する備えを充実する 

    ３ 防災意識の向上と円滑な避難体制をつくる 

④ 提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

令和２年 ５月  県内各自治体の訓練実施状況を調査 

７月  訓練実施について（部内協議） 

８月  訓練実施について（市長協議） 

⑤ 主な内容 

１ 日 時：令和２年１１月１日(日） 

（ステージ１）午前９時～ 

市内一斉シェイクアウト訓練及びプラスワン訓練 

（公式訓練音源等で実施する場合は、１０月２６日～３１日実施可能。※主

に事業所及び学校向け） 

全職員を対象とした職員参集訓練（職員参集メールで実施） 

（ステージ２）午前１０時～正午 

①自主防災会、防災士等による避難所開設訓練 

        ②職員による緊急避難場所開錠訓練及び通信訓練 ※津波の直接参集制度 

        ③地域の自主的な災害応急対策訓練 

２ 場 所：市内全域 

３ 内 容：別紙のとおり 
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⑥ 実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

【影響・効果】 

 災害の危険性がある時に、情報収集や安全な場所への避難など自発的行動を促し、非常時持出品

や避難経路の確認など日頃からの防災意識の高揚が図られる。 

 また、洪水・土砂災害発生を想定した訓練も行うことで、近年の多様な自然災害への対応能力向

上が期待できる。 

 

【市財政への負担】（当初予算内で対応） 

訓練実施広報用チラシ、ポスターの作成等  ４９０千円 

  防災訓練用協力依頼・アンケート郵便代    ６４千円 

総合防災訓練用消耗品           １７６千円  計７３０千円 

⑦ 他の自治体の政策との比較検討 

 他市町村の実施（予定）状況 
 

市町村名 内容 市民参加 日程 

東松島市 総合防災訓練（通信訓練、避難所開設訓練） なし ６月７日（日） 

女川町 訓練予定なし なし  

松島町 避難訓練を中止し、職員のみの訓練 なし １１月７日（土） 

多賀城市 避難訓練を中止し、シェイクアウト訓練等 あり １１月１４日（土） 

仙台市 津波避難訓練中止（周知啓発、物品確認等） なし 随時 

⑧ 今後の予定及び施行予定年月日 

令和２年 ９月 公共施設、広報掲示板等へのポスター掲示 

        各学校等へシェイクアウト訓練への参加依頼 

        町内(区)会長及び自主防災会長への訓練参加動向調査依頼 

町内会及び防災士への避難所開設訓練説明会（１回目） 

１０月 市報への掲載及び訓練周知チラシの全戸配付 

    ホームページ等による周知 

訓練従事職員への業務説明会実施 

    町内会及び防災士への避難所開設訓練説明会（２回目） 

１１月 訓練実施 

訓練参加者へのアンケート実施（訓練当日） 

 

※実施要領細部の検討及び各関係機関との調整については継続して実施 

⑨ その他 

 

 


